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石
切
場
を
め
ぐ
る
大
名
家
と
村
―
―
伊
豆
半
島
の
場
合
―
―今

村　

直
樹

石
切
場
と
村

　

石
垣
普
請
に
と
っ
て
、
石
材
の
供
給
源
と
な
る
石
切
場
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
の
場
合
も
、
慶
長
期
の
築
城
時
に
細
川
家
が
利

用
し
た
河
津
（
現
岐
阜
県
海
津
市
）
や
山
口
（
現
愛
知
県
瀬
戸
市
）、
宝
暦
期
の
大

修
理
に
も
用
い
ら
れ
た
岩
崎
山
（
現
愛
知
県
小
牧
市
）
と
い
っ
た
石
切
場
が
知
ら
れ

て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
石
切
場
は
都
市
で
は
な
く
農
村
に
位
置
し
、

そ
こ
に
は
百
姓
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
村
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
石
垣
普
請
の
際
、
石
を
切
り
出
す
大
名
家
側
と
、
石
切
場
が
所
在
す

る
村
側
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
稿
で
は
、
両

者
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
伊
豆
半
島
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史

料 

細
川
家
史
料
』
か
ら
の
場
合
、「
細
」
と
略
記
し
て
巻
番
号
―
史
料
番
号
を
、
山

内
家
史
料
刊
行
委
員
会
『
山
内
家
史
料 

第
二
代 

忠
義
公
紀
』
か
ら
の
場
合
、「
山
」

と
略
記
し
て
巻
番
号
―
綱
文
番
号
を
、
熊
本
大
学
寄
託
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
か
ら

の
場
合
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
作
成
の
細
川
家
資
料
総
目
録
の
史
料

番
号
お
よ
び
史
料
名
を
示
し
た
。

江
戸
城
普
請
と
伊
豆
の
石
切
場

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
後
、
天
下
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
徳
川
家
康
は
、
全
国
の
諸
大
名
を
動
員
し
、
名
古
屋
城
を
は
じ
め
と
す
る
城
郭
普

請
を
次
々
と
推
し
進
め
た
。
家
康
の
死
後
も
、
そ
の
地
位
を
継
承
し
た
秀
忠
や
家
光

に
よ
っ
て
城
郭
普
請
は
続
け
ら
れ
た
。
な
か
で
も
最
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
の
が
、

徳
川
将
軍
家
の
居
城
た
る
江
戸
城
の
普
請
で
あ
る
。
慶
長
九
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
大

規
模
な
そ
れ
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　

江
戸
城
の
石
垣
普
請
で
、石
材
の
主
な
供
給
源
と
な
っ
た
の
が
伊
豆
半
島
で
あ
る
。

伊
豆
半
島
は
、
石
垣
に
適
し
た
良
質
な
安
山
岩
の
産
出
地
で
あ
り
、
江
戸
へ
の
海
上

輸
送
が
比
較
的
容
易
な
立
地
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
地
の
石
切
場
は
江
戸
幕
府

に
よ
る
保
護
と
統
制
が
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
（
北
原
二
〇
一
二
）。

　

江
戸
城
の
石
垣
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
大
名
家
は
、
幕
府
の
普
請
奉
行
か
ら
石
切
場

を
割
り
当
て
ら
れ
、
石
の
切
り
出
し
に
従
事
し
た
。
し
か
し
、
大
名
家
は
幕
府
か
ら

の
割
り
当
て
に
依
存
す
る
の
み
で
、
石
切
場
の
主
体
的
な
確
保
に
努
め
る
必
要
性
が

な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
石
切
場
に
も
良
し
悪
し
が
あ
り
、
ど
の
大

名
家
も
条
件
が
良
い
場
所
を
望
ん
で
い
た
。
実
際
に
は
、
各
大
名
家
が
以
前
か
ら
押

さ
え
て
き
た
石
切
場
が
、
そ
の
ま
ま
普
請
奉
行
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
今
村
二
〇
一
五
）。
そ
の
た
め
、
大
名
家
の
間
で
は
、
と
き

に
石
切
場
を
め
ぐ
っ
て
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

争
奪
戦
の
カ
ギ
を
握
っ
た
の
は
、
石
切
場
が
所
在
す
る
現
地
の
代
官
や
村
の
名
主

の
存
在
で
あ
る
。
寛
永
十
年
十
一
月
、
近
い
将
来
の
江
戸
城
普
請
を
予
想
し
た
肥
後

細
川
家
は
、
伊
豆
の
幕
府
代
官
で
あ
る
小
林
十
郎
左
衛
門
に
、
以
前
か
ら
確
保
し

て
い
た
同
家
の
石
切
場
の
再
確
認
と
と
も
に
、
一
年
前
に
改
易
さ
れ
た
加
藤
忠
広

の
石
切
場
を
押
さ
え
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
（
細
一
七
―
二
三
六
八
）。
そ
の
結

果
、
細
川
家
は
翌
十
一
年
正
月
の
時
点
で
、
小
林
を
介
し
て
「
所
之
者
預
手
形
」
を

取
得
し
、
従
来
の
石
切
場
に
加
え
て
新
規
数
か
所
の
確
保
に
成
功
し
た
（
細
一
八
―

二
三
八
一
）。「
所
之
者
」
と
は
、
石
切
場
を
管
理
す
る
現
地
の
名
主
と
み
ら
れ
る
。
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そ
の
年
の
十
一
月
、
来
る
寛
永
十
三
年
の
江
戸
城
普
請
が
幕
府
か
ら
正
式
に
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
普
請
で
、
細
川
家
は
周
到
に
確
保
し
て
き
た
石
切
場
の
利
用
を
認
め
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
石
を
切
り
出
し
て
い
る
（
今
村
二
〇
一
五
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
対
照
的
な
の
が
土
佐
山
内
家
の
事
例
で
あ
る
。
同
家
は
、
寛
永

五
年
七
月
の
地
震
に
よ
る
江
戸
城
石
垣
の
崩
壊
後
、
幕
府
に
石
を
献
上
す
る
た
め
、

急
き
ょ
伊
豆
に
家
臣
を
送
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
で
直
面
し
た
の
は
、
既
に
他

の
大
名
家
に
確
保
さ
れ
た
石
切
場
の
存
在
や
、
彼
ら
と
通
じ
た
現
地
の
名
主
た
ち
に

よ
る
妨
害
工
作
で
あ
っ
た
。
山
内
家
の
家
臣
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
名
主
が
隠
し
た
石

切
場
の
捜
索
を
必
死
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
他
の
大
名
家
は
名
主
た
ち
に「
礼

銀
」
を
支
払
っ
て
い
る
事
情
な
ど
を
上
役
に
報
告
し
て
い
る
（
山
一
五
―
二
二
）。

大
名
家
に
よ
る
石
切
場
確
保
に
際
し
て
、
現
地
の
管
理
者
で
あ
る
名
主
と
の
協
力
関

係
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

石
切
場
を
管
理
す
る
名
主
の
重
要
性
は
、
幕
府
役
人
と
の
関
係
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
例
え
ば
、
寛
永
期
の
伊
豆
国
賀
茂
郡
大
川
村
（
現
静
岡
県
東
伊
豆
町
）
の
名
主

は
、
幕
府
の
普
請
関
係
者
と
み
ら
れ
る
旗
本
と
直
接
つ
な
が
っ
て
お
り
、
改
易
さ
れ

た
福
島
正
則
の
石
切
場
か
ら
の
石
材
搬
出
や
、
有
馬
直
純
が
切
り
出
し
た
石
の
江
戸

廻
漕
と
い
っ
た
細
か
な
指
示
を
受
け
て
い
る
。
寛
永
十
三
年
の
江
戸
城
普
請
の
際
、

各
大
名
家
が
幕
府
か
ら
「
拝
領
」
し
た
石
切
場
の
引
き
渡
し
作
業
も
、
同
村
の
名
主

が
行
っ
て
い
た
（
今
村
二
〇
一
六
）。
こ
の
よ
う
に
石
垣
普
請
が
始
動
す
る
段
階
で
、

石
切
場
の
名
主
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

右
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
各
大
名
家
は
、
現
地
で
石
を
切
り

出
す
段
階
と
な
っ
て
も
、
村
や
そ
の
百
姓
と
の
関
係
を
非
常
に
重
視
し
た
。
細
川
家

や
山
内
家
は
、
伊
豆
の
石
切
場
で
家
臣
た
ち
が
守
る
べ
き
事
項
を
定
め
た
掟
書
の
な

か
で
、
そ
ろ
っ
て
現
地
の
百
姓
・
町
人
や
宿
泊
施
設
の
主
人
た
ち
と
紛
争
を
起
こ
す

こ
と
を
固
く
禁
じ
、
背
い
た
場
合
は
成
敗
す
る
と
定
め
て
い
る
（「
元
和
寛
永
年
中

　

公
義
御
普
請
」
文
下
四
六
―
二
、
山
八
―
三
）。
石
切
場
で
の
作
業
期
間
中
、
大

名
家
は
現
地
の
世
論
に
大
き
な
配
慮
を
払
い
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
の
石
切
場

　

右
の
石
切
場
を
め
ぐ
っ
て
争
奪
戦
が
行
わ
れ
た
伊
豆
半
島
の
事
例
は
、
徳
川
将
軍

家
の
居
城
で
あ
る
と
と
も
に
、
慶
長
期
か
ら
寛
永
期
ま
で
長
期
的
に
石
垣
普
請
が
続

け
ら
れ
た
江
戸
城
普
請
な
ら
で
は
の
特
質
が
あ
る
。
同
様
の
事
態
が
、
名
古
屋
城
な

ど
の
他
の
城
郭
普
請
で
も
み
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
石
垣
普
請
に
お
い

て
、
石
切
場
が
所
在
す
る
村
や
名
主
の
存
在
が
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
た
点

に
つ
い
て
は
、
十
分
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
、
伊
豆
半
島
の
石
切
場
の
一
部
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
名

古
屋
城
石
垣
普
請
の
石
切
場
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
明
ら

か
に
す
る
調
査
と
、
そ
れ
に
相
応
し
い
保
全
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
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